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しば故障する。道に迷う。そして料金でもめるのである。タクシーを拾う際には、故障で立ち往生する羽目にならないよう、まともに走っているタクシーを止めなければならない。道に迷わないよう、道筋は自ら確認しなければならない。そして料金でもめないよう、価格交渉はし 。もっとも、どのタクシーに メーターはついているが、動くメーターを見るのはカイロに雨が降るよりもめずらしい。たいていのメーターは初乗り運賃と思われる六〇ピアストル（一二円）で止まっている。筆者は一年半のカイロ滞在中に二回ほどメーターが動いているのを見たが、 うやら一キロメールごとに二〇ピアストルずつ加算され ようであった。しかしな ら、いつ改定されたかも分からないメーター料金は相場を反映しておらず参考にならない。さらに、誰が乗るか、どこに行くかでドライバー 期待値も変わる。同じ距離でも、外国人が高級ホテルまで行くのとエジプト人が家に帰るのでは期待値に大きな差があ 。そのめ、いつもは無駄な労力を避けるため極力料金交渉はしないよう している 、地の利がないところに行くときは価格交渉せざるを得ないことが多い。運が良ければ双方が納得する料金で交渉成立とな が しば
しば何台も交渉するか、降りる際に罵り合うことになる。そんなわけで、カイロでの移動はいつも難儀だった。
　しかしながら、二〇〇六年春、カイロの
タクシー業界にも近代化の波が押し寄せた。動くメーター付きの新型タクシーが導入されたのである。それ以外にも新型タクシーはエアコン付き、禁煙、そして運転手は制服を着て英語を話すとの触込みだった。当時カイロにいた筆者は早速新型タクシーに乗りに行った。果たして、新型タクシーのメーターは動いて 。運転手は殊勝に英語で料金システムを説明 、エアコンを付けるか訊いてきた。降りるときにチップを要求されることもなかった。料金も外国人だからといって加算されるわけでもなかった。とうとうカイロ も快適な移動手段が出現したこ にいたく感動し
　しかし、約一年半後、出張でカイロを訪









移動のためのバスには、公営の路線バスと私営のマイクロバスがある。路線バスには大型でエアコン付き もあるが 多くは年季もので黒煙を撒き散 してい なぜか常時満員 、停留所でも徐行運転のため飛び乗らなくてはいけない。 停に路線図はなく、そもそもどこがバス停か はっきりしないので、勝手知る場所でないと利用は難しい。一方、マイクロバスは、行き先を連呼しながら走っており、定員以上は乗せないため必ず座れる。また決まった停留所がなくどこでも乗降自由である。しかしながら、ルートが分からないと終点まで行くしかなく、こちらも使い勝手はよ ない。
　というわけで、結局、筆者は最も割高な
タクシーを利用することが多い。 しタクシーでも安穏とはしていられない。しば
